
検 索東京都レンジャーニュース

１ 観光客などへの利用マナーの普及、啓発

２ 希少な動植物の密猟や盗掘の監視

３ 利用者の安全確保のための遊歩道や案内板などの点検、応急補修

４ 動植物の生息、生育状況など自然環境の継続的観測および監視

その他、自然公園を訪れる皆様への自然解説、登山ルートや施設の案内
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東京都レンジャーは、次の企業にご協力いただいています。 丸紅フットウェア

東京都レンジャーの業務 自然情報などの問い合わせ

ツイッター『東京の自然公園』
自然情報、登山情報発信中！

自然公園利用の際は新型コロナウイルス
感染症拡大防止にご協力願います。

藤澤実樹（父島担当）
ふじさわ みき

はじめまして！4月から小笠原地域父島の自然保護指導員（東京都レン

ジャー）になりました藤澤実樹です。自然がほぼないような所で生まれ育

ちましたが、小さいころから自然が大好きでした。小中学でのボーイスカ

ウト活動で自然の楽しさを感じ、自然について学問として学びたいと思い、

大学では農業や環境について学びました。

小笠原に来るのは初めてで、島々の力強さやその自然の雄大さ、島なら

ではの生態系などに日々心を動かされています。

この美しい島のために精一杯努力いたします。よろしくお願いします！

現在新型コロナウイル感染症の影響で東京都の施設で

あるビジターセンター（VC）は休館しています。本来な

ら来館して展示を見たり解説員に質問したり、説明して

もらうのが一般的な活用方法ですが、残念ながら現在は

できません。しかし、ホームページ、ブログ、ツイッター、

Facebookなどで最新情報を発信し続けています。また、

休館日、閉館時間を除き電話での対応もしています。現

地に行かなくても自然公園の今を知ることができ、季節

春の森に咲くスイセンとある山の森の中

急速に消えゆく自然を守るため、約70

年前に指定された東京都の自然公園。今で

はレクリエーションの場として多くの人に

利用されています。そのような自然公園内

の休憩広場などの近くに園芸品種の植物が

いつの間にか植えられていることがありま

す。利用者からは「家の庭に咲くような花

は不自然なので撤去してほしい」とのご意見をいただくことも。状況を確認し土地所有者の方と相談しながら、どうしたら良

いのか答えを考え続けています。自然公園内にある休憩舎近くで園芸品種のお花が咲く光景が自然か不自然か？皆様はどのよ

うに思われますか？
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感染が収束して、
出かける計画を立てる時は

ビジターセンターを活用してね！
右下の問い合わせ先に
相談してみよう！

の変化を感じることもできると思います。


